
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

産婦人科専門研修コース（３病院共通） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
２年間の卒後初期臨床研修終了者が、産婦人科医として必要とされる基礎的な臨床知識から高度な専門

知識・技術までを修得することを目的としている。医療人としては基より、高い倫理観をもった人間形

成も研修の大きな目標である。研修の到達目標として、具体的には、産婦人科専門医の取得、さらに上

位の専門医、認定医の取得の基礎を確実に築くことを目指している。画一的になることを避け、常に個

人の意思を尊重したプログラムのアレンジを行う。卒後６年目で産婦人科専門医試験を受けその取得に

つとめる。そのためには、産婦人科の基本 3 本柱である、周産期、腫瘍、生殖内分泌・不妊に関してそ

れぞれ専門知識・技術が習得できるようプログラムを作成している。また、この時期には臓器別研究班

に属して、それぞれのスタッフから指導を受け、臨床研究や実験を開始して積極的に学会活動、論文発

表を行う。産婦人科専門医試験取得後はサブスペシャリティの基礎研修として、医局内での研修が可能

である。また、研究テーマを具体的にし、研究活動も行う。他大学の婦人科専門医も受け入れ交流が可

能である。 
後期研修の最終目的を産婦人科専門医の取得においているため、研修期間を３年間とし、専門医資格の

取得まで一貫した教育を目指す。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 産婦人科、東邦大学医療センター大橋病院 婦人科、東邦大学医療セ

ンター佐倉病院 産婦人科、東邦大学医療センター大森病院 総合周産期センター 
研修期間 
1 年 
習得内容 
産婦人科総論主に周産期医学に関する専門知識・技術の習得（NICU での 3 ヶ月間の研修を含む）。関

連学会に参加し、学会発表を行う。 
 
２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 産婦人科、東邦大学医療センター大橋病院 婦人科、東邦大学医療セ

ンター佐倉病院 産婦人科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
主に、腫瘍（悪性腫瘍、良性腫瘍）に関する専門知識・技術の習得。特に、連携プログラムにより、悪



性腫瘍に関しての研修を行うことができる。関連学会に参加し、学会発表を行う。 
 
３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 産婦人科、東邦大学医療センター大橋病院 婦人科、東邦大学医療セ

ンター佐倉病院 産婦人科、東邦大学医療センター大森病院リプロダクションセンター 
研修期間 
1 年 
習得内容 
主に、生殖内分泌・不妊に関する専門知識・技術の習得。6 ヶ月間婦人科リプロダクションセンターで

の研修。6 ヶ月間内視鏡関連の研修。関連学会に参加し、学会発表を行う。 
 
４年目以降  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 産婦人科、東邦大学医療センター大橋病院 婦人科、東邦大学医療セ

ンター佐倉病院 産婦人科、ないし、教育関連病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
各論疾患に関する知識および治療法の計画、手術手技の習得。科長の指導下で、チーフとして産婦人科

の分娩や諸種手術の執刀者となることができる。関連学会に参加し、学会発表を行う。 
 
産婦人科専門医の取得および産婦人科各サブスペシャリティの認定医/専門医 
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その他の教育行事 
  大田地区産婦人科研究会：  1 回/年 
  城南地区産婦人科研究会：  1 回/年 
  東京都区南部周産期ネットワークグループ研修会：1 回/年 
 
教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院 総括指導責任者：森田  峰人 
東邦大学医療センター大橋病院 指導責任者：  久布白 兼行 
東邦大学医療センター佐倉病院 指導責任者：  木下  俊彦 
大森赤十字病院        指導責任者：  間崎  和夫 
上尾中央総合病院       指導責任者：  古川  隆正 
東京労災病院         指導責任者：  松江  陽一 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
大森病院産科婦人科では、これまで多数の産婦人科専門医を養成してきた。現在 24 名が在籍、在

籍 5 年以上の 15 名が産婦人科学会専門医を取得しており、上位専門医として母体・胎児専門医 4
名暫定指導医 1 名、内視鏡技術認定医 3 名、子宮鏡技術認定医 2 名、生殖医療専門医 3 名、臨床遺

伝専門医 4 名、がん治療認定医 2 名、婦人科腫瘍専門医 1 名、細胞診専門医 1 名が在籍している。 
大橋病院産婦人科は、現在 4 名が在籍しており、3 名が産婦人科学会専門医を取得している。2 名

が学位を取得している。上位専門医として婦人科腫瘍専門医 2 名、臨床腫瘍学会暫定指導医 1 名、

がん治療認定医 3 名、内視鏡技術認定医 2 名、細胞診専門医 2 名在籍している。 
佐倉病院産婦人科は 10 名が在籍。7 名が産婦人科学会専門医、母体・胎児専門医 2 名、臨床遺伝専門

医 1 名、内視鏡技術認定医 1 名、子宮鏡技術認定医 1 名、婦人科腫瘍専門医 1 名、内分泌専門医 1 名。

学位は 3 名が取得している。 
 
コースの指導状況 
産婦人科専門医以降では周産期専門医：年間分娩数は約 1000 例で、全国屈指の分娩数である。リプロ



ダクションセンターとして高度な生殖補助医療が多数例（2016 年：IVF 305 周期、ICSI 380 周期、

胚移植 489 周期など）行われている。日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医：年間 400 件以上の腹腔

鏡下手術が行われており、また、技術認定医が 3 名在籍している。婦人科腫瘍専門医取得に関しては、

悪性腫瘍約 80 例の手術が行われており、他大学指定修練施設での研修も行えるように指導する。 大橋

病院は主に、腫瘍学が研修可能であり、開腹手術約 110 例（悪性腫瘍約 30 例、良性腫瘍約 80 例）、腹

腔鏡下手術約 90 例などを中心に年間約 200 例の婦人科手術を行っている。また大橋病院は、日本婦人

科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医修練施設に認定されており、婦人科がん治療（手術、化学療法、放射線療

法）に関する十分な研修が可能である。 
佐倉病院においては周産期・腫瘍・生殖医療・女性医学の四本柱を全て研修することが可能である。分

娩数は約 450 件、手術症例約 500 件（浸潤癌に対する手術約 50 件）、生殖補助医療約 300 周期（採卵

約 200 周期、解凍移植約 100 周期）である。地域医療施設でもあり、大学病院で学ぶことの少ない骨盤

内臓器脱出症に対する膣式手術を学ぶ機会も多い。 
佐倉病院も日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医修練施設に認定されている。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者を積極的に受け入れている。研究テーマやカリキュラムについては、できる限り希望に沿

うようにする。 
海外留学に関して、当科では海外留学経験者が 3 名在籍しており、希望者は個別にカリキュラムと照ら

し合わせながら、積極的に海外留学を行えるようになっている。 
 
評価及び修了認定 
到達目標について達成の有無を自己評価し、コース指導責任者および指導医はその達成を形成的評価・

援助する。日本産科婦人科学会専門医資格取得を修了認定とする。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本産婦人科学会 

資格名 産婦人科専門医 

資格要件 
日本産科婦人科学会指定の卒後研修指導施設で、卒後研修目標に沿って通算 5 年以

上の臨床研修。 

学会の連携等の概要 

産婦人科専門医取得後には、現在さらに以下の 5 つの専門医、認定医がある。 
1. 周産期専門医 
2. 日本生殖医学会生殖医療専門医 
3. 日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医 
4. 日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医 
5. 日本人類遺伝学会日本遺伝カウンセリング学会臨床遺伝専門医  

 
 



 

学会等名 日本周産期・新生児医学会 

資格名 周産期専門医 

資格要件 

1. 資格認定試験を受験する時点で 3 年以上継続して日本周産期・新生児医学

会会員であり会費を完納していること  
2. 第 2 項の学会専門医を取得後、認定研修施設における 3 年間の研修を修了

し、付則に定める臨床経験を持っていること  
3. 本学会が認める周産期医学、周産期医療に関連する学術論文 1 編以上を筆

頭著者として査読制度のある雑誌に発表していること  
4. 本学会が認める周産期医学関連学会に所定の回数参加し、かつ筆頭演者と

して発表を行っていること  
5. 研修の届出を行い、所定の研修報告書を毎年、提出していること  
6. 本学会の行う資格認定試験に合格していること  

学会の連携等の概要 

基本学会である日本産科婦人科学会、日本小児科学会、日本小児外科学会のいずれかの専門医であるこ

と。 

 

学会等名 日本生殖医学会 

資格名 日本生殖医学会生殖医療専門医 

資格要件 

1. わが国の医師免許を有する者  
2. 研修開始申請時から引き続き日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医ある

いは日本泌尿器科学会認定泌尿器科専門医である者 
3. 研修開始申請時から引き続き日本生殖医学会の会員である者 
4. 生殖医療専門医制度細則の研修内容のすべてを満たす者 

学会の連携等の概要 

産婦人科学会専門医であること。 

 

学会等名 日本産科婦人科内視鏡学会 

資格名 日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医 

資格要件 

1. 継続 3 年以上本学会会員であること  
2. 日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医であること  
3. 通算 2 年以上の産婦人科内視鏡手術の修練を行っていること。ただし、こ

の 2 年以上の修練とは専門医取得以降の期間とする  
4. 術者として以下の規定件数以上の内視鏡手術経験を有する 

①腹腔鏡下手術で申請するものは 100 件 
②子宮鏡下手術で申請するものは 50 件  

5. 産婦人科内視鏡手術に関係する学会、研究会、研修会、セミナー等に複数

回出席していること  



6. 国内外において、筆頭演者として学会発表 5 題以上の内視鏡に関係する発

表があること  
7. 国内外において、内視鏡に関係する論文があること【論文 5 題以上（内 1

題は筆頭著者）】  

学会の連携等の概要 

産婦人科学会専門医であること。 

 

学会等名 日本婦人科腫瘍学会 

資格名 日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医 

資格要件 

1. 日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医であること  
2. 継続 3 年以上本学会会員であること  
3. 指定修練施設において所定の修練ガイドラインに従い、通算 3 年以上の修

練を行っていること。ただし、この 3 年以上の修練期間とは、日本産科婦

人科学会認定産婦人科専門医の資格を取得してから 3 年以上とする  
4. 資格認定施行細則に定める業績を有すること  
5. 資格認定施行細則に定める 5 年以上の研修実績を有すること  

学会の連携等の概要 

産婦人科学会専門医であること。 

 

学会等名 日本人類遺伝学会、日本遺伝カウンセリング学会 

資格名 臨床遺伝専門医 

資格要件 

1. 専門医制度委員会が認定した研修施設において、臨床遺伝学の研修を 3 年

以上行い、認定研修施設に所属する指導医の指導を受けながら、遺伝カウ

ンセリングを含む遺伝医療を実践した者。申請に必要な症例数については

別に定める。研修開始届けの受付をもって研修開始とする。認定研修施設

以外の施設に在籍する医師の研修については別に定める。  
2. 継続して 3 年以上、日本人類遺伝学会あるいは日本遺伝カウンセリング学

会の会員である者  
3. 遺伝医学に関係した学術活動（論文発表、学会発表等）を行っている者。

詳細については別に定める。  
4. 臨床遺伝専門医到達目標（以下到達目標という）に記載されている能力を

有する者。到達目標については別に定める。  
5. 社団法人日本専門医制評価・認定機構の定める基本的領域の学会の専門医

（認定医）、あるいは専門医制度委員会が認める専門医（認定医）である者。

専門医制度委員会が認める専門医（認定医）については別に定める。  
6. 歯科医師については、臨床遺伝専門医制度と同等の研修を行うことにより

臨床遺伝専門医認定試験の受験資格を得ることができるものとし、合格し

た場合には臨床遺伝専門歯科医の認定証を交付する。  



学会の連携等の概要 

日本人類遺伝学会および日本遺伝カウンセリング学会は共同で、本制度の運用のため専門医制度委員会

を設置する。認定研修施設である。 

 


